
-  

STATE OF THE ARTS    July,1996 

ステート オブ アーツ誌 



ステート オブ アート誌 翻訳 

   オーストラリア 1996  

 

 

彫刻的銀作品 

 

 

銀工芸作家 ジュンジ・コニシは今 メルボルン 

に住んで、そして仕事をしています。 彼の先生

でもあるキミオ・サカイは日本に住んでおり、今

回 メルボルンとシドニーのメーカーズ・マー

ク・ギャラリーでの彼らの共同の展示会のため

にオーストラリアを訪問しています。 

 

 

展示会日程は メルボルンが ５月１４日から６月

１日 、そしてシドニーが ６月４日から２２日で

す。 

ジュンジの作品はメーカーズ・マーク・ギャラリ

ーに展示会終了後もそのまま展示されているでし

ょう。そして、展示会が終了した後も注文を受け

付けることができます。 ここでジュンジの芸術を

考えてみます。 

 

  

「芸術家のために、感情と熱情について考える

ことは、芸術的な鍛錬の形のひとつと言えます。 

私の芸術は思考のエネルギーの表現です、そし

て感情の内側を通して私の美しさの特定の概念

を探求します。  

作品は私の最も深い感情の伝達と私の精神と遺

産から生まれた信念です。したがって、作品は私

の最も深い自分自身の表現と言えます。  



 

 

 

 

 

 

私が銀を私の考えを表現するために使うのは、

それが貴重な材料であるからではなく、私の感

受性に訴えるその生まれつきの特質があるから

です。 他の金属もその特定の美しさを表現する

固有の特徴を持っています。 それぞれの視覚的

特性が非常に銀工芸家の理解の能力を伸ばすよ

うに、錆付けと他の表面処理の使用によって発

展される可能性を持っています。 これは銀工芸

作家として私の芸術的手法に非常に重要なもの

です。  

 

 

多くの私の作品は機能的な作品です。 私の選ん

だ材料の固有の特質が重要でありますが、それら

は私のデザイン・プロセスの主な焦点ではありま

せん。私は慎重に最も適切にそれぞれの作品に必

要とされる金属を選択します。   

 

 

私の行う銀工芸で私は、機能と調和の美しさを

表現することによって、それぞれの作品はより

彫刻的フォームを探究しようと努力します。 私

が RMIT 大学で過ごした時間は、作品がエコノ

ミーな形で、機能的な金属作品の中、彫刻的方法

論を用いようと努めました。」ジュンジ・コニシ。  

 

 


